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論文審査結果の要旨 

 

原発性 NS および MPO-ANCA-GN は有効な疾患特異的治療が少なく，重大な有害事象の多

い副腎皮質ステロイドを主体とする非特異的免疫抑制療法に依存しているのが現状であり，

これら疾患の病態解明と新たな治療標的分子の同定が望まれている。 

本研究は，治療開始後の血清ならびに尿 suPAR 変化と NS 病勢変化との関係および治療

前血清 suPAR と MPO-ANCA-GN の臨床/病理学的重症度との相関を初めて明らかにした。ま

た，現在，治療開始後 6 カ月時点の状況によって判断されている NS 治療反応性について，

治療開始後の血清および尿 suPAR変化を指標に治療 2カ月時点において治療反応性を同定

できる可能性を提起した。さらに，腎生検によっても時に困難である FSGS と MCNS との

鑑別を，治療開始後の血清および尿 suPAR 変化によって非侵襲的に高い精度で行える可能

性も示唆している。今後，suPAR 測定がこれら疾患の新しい診療指針となることが期待さ

れるとともに，suPAR の病因への関連と治療標的分子としての可能性を示唆した点で画期

的と評価される。 

以上により，本論文は博士(医学)の学位を授与するに値すると認められる。 
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